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2016年３月５日　第 306 号

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

安
倍
内
閣
退
陣
こ
そ

景
気
回
復
の
道

　

国
際
政
治
学
者
の
畑
田
重
夫

氏
が
、
「
全
国
生
活
と
健
康
を

守
る
会
」
の
機
関
誌
（
2
月
28

日
）
に
、
学
習
活
動
の
重
要
性

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
た
。
「
新
聞･

テ
レ
ビ
だ

け
で
は
本
当
の
こ
と
は
分
か
ら

な
い
。
正
し
い
理
論
と
政
策
が

や
が
て
世
論
と
な
り
、
世
論
と

運
動
が
情
勢
を
変
え
る
。
私
た

ち
は
自
分
自
身
で
学
ぼ
う
。
学

習
こ
そ
が
行
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
源
泉
だ
。
」

　

こ
の
「
学
習
」
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
提
起
は
、
労
働
運
動

に
と
っ
て
運
動
の
あ
り
方
の
根

本
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
運

動
」
と
「
学
習
」
と
の
関
係
、

そ
れ
は
「
運
動
」
を
通
じ
て
正

し
い
理
論
と
政
策
が
生
ま
れ
、

正
し
い
理
論
と
政
策
が
「
運

動
」
に
よ
っ
て
世
論
と
な
り
情

勢
を
変
え
て
い
く
、
そ
し
て
そ

の
「
運
動
」
は
「
学
習
」
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
、
再
生
産
さ

れ
て
い
く
。

　

「
運
動
」
と
「
学
習
」
の
不

可
分
性
。
我
々
に
は
金
も
権
力

も
な
い
、
あ
る
の
は
理
論
的
確

信
に
基
づ
く
、
団
結･

連
帯
だ

け
で
あ
る
。
反
国
民
的
政
策
を

続
け
る
安
倍
政
権
へ
の
根
源
的

闘
い
と
し
て
、
そ
の
命
と
も
い

え
る
理
論
的
確
信
を
築
く
「
学

習
」
が
、
労
働
運
動
に
根
ざ
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
？
労
働
環
境

の
厳
し
さ
が
日
々
運
動
と
学
習

を
萎
え
さ
せ
て
い
る
。
し
か

し
、
座
し
て
死
を
待
つ
こ
と
は

で
き
な
い
。
も
う
一
度
、
「
学

習
」
の
原
点
に
立
ち
戻
る
必
要

性
を
、
畑
田
氏
に
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
て
い
る
。　

（
奥
）

アベノミクスは
地方を疲弊

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

の
撤
回
を
！

安
倍
内
閣
退
陣
こ
そ

16
春
闘
勝
利

決
起
集
会

　

2
月
20
日
、
青
森
県
春
闘
共

闘
会
議
は
、
あ
お
も
り
福
祉
プ

ラ
ザ
で
「
16
春
闘
勝
利
決
起
集

会
」
を
開
催
、
県
内
各
地
か
ら

60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

奥
村
春
闘
共
闘
会
議
議
長
が

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
、
自
公
政
権
の
法
人
税
減

税
・
研
究
開
発
減
税
な
ど
大
企

業
を
優
遇
す
る
一
方
、
消
費
税

大
増
税
、
年
金
・
医
療
な
ど
の

社
会
保
障
改
悪
に
よ
る
労
働

者
・
国
民
い
じ
め
の
実
態
を
告

発
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
圭
一
全
労
連
雇
用
・
労

働
法
制
局
長
が
講
演
、
労
働
法

制
改
悪
の
内
容
を
詳
し
く
解
説

し
ま
し
た
。
伊
藤
局
長
は
、
労

働
法
制
改
悪
の
内
容
は
、
①
労

働
者
派
遣
法
の
改
悪
②
労
働
基

準
法
・
労
働
時
間
法
制
の
改
悪

③
解
雇
自
由
化
法
制
の
導
入
④

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
雇
用
安

定
行
政
の
変
質
・
解
体
⑤
外
国

人
労
働
者
導
入
に
よ
る
労
働
力

不
足
解
消
・
コ
ス
ト
削
減
⑥
高

齢
者
・
女
性
な
ど
の
労
働
力
化

促
進
、
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

檜
山
事
務
局
長
が
、
①
月
額

２
万
円
・
時
間
額
１
５
０
円
以

上
の
賃
上
げ
②
最
低
生
計
費
調

査
の
実
施
③
最
賃
引
き
上
げ
を

求
め
る
座
り
込
み
④
労
働
法
制

改
悪
阻
止
⑤
消
費
税
増
税
阻

止
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
撤
回
、

社
会
保
障
改
悪
反
対
、
原
発
・

核
燃
か
ら
の
撤
退
、
な
ど
の
当

面
す
る
行
動
を
提
起
し
ま
し

た
。

　

医
労
連
か
ら
賃
上
げ
闘
争
、

自
治
労
連
か
ら
最
低
生
計
費
調

査
の
取
組
み
、
年
金
者
組
合
か

ら
年
金
裁
判
闘
争
に
つ
い
て
の

決
意
表
明
が
あ
り
、
最
後
に
国

民
春
闘
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て

終
了
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
、
国
会
決
議
を
無

視
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
「
大
筋

合
意
」
を
発
表
し
、
安
倍
首
相

は
「
国
益
を
守
っ
た
」
と
ウ
ソ

を
つ
い
た
。
関
税
品
目
で
み
た

場
合
、
日
本
の
農
林
水
産
品

の
関
税
品
目
２
３
２
８
の
う

ち
、
関
税
を
撤
廃
す
る
の
は

１
８
８
５
品
目
（
81
％
）
。
こ

の
う
ち
１
１
９
５
品
目
で
即
時

撤
廃
（
51
・
3
％
）
。
関
税
撤

廃
の
例
外
は
４
４
３
品
目
（
19

％
）
。
た
だ
し
、
税
率
を
完
全

に
維
持
し
た
も
の
は
１
５
６
品

目
（
６
・
７
％
）
に
過
ぎ
な
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
撤
廃
が
原
則
で

７
年
後
に
は
再
協
議
が
待
っ
て

い
る
。
重
要
５
項
目
（
コ
メ
、

麦
、
牛
肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
、

甘
味
資
源
作
物
）
に
つ
い
て
も

無
傷
の
も
の
は
な
く
、
関
税
品

目
５
８
６
の
う
ち
１
７
４
品
目

（
30
％
）
で
関
税
を
撤
廃
し
た
。

TPP大筋合意撤回の署名活動

木村春闘共闘会議副議長の音頭で団結ガンバロウ

県経営者協会への申し入れ

重
要
品
目
以
外

で
は
98
％
の
関

税
を
撤
廃
。
コ

メ
余
り
の
中
で

米
国
と
豪
州
か

ら
７
・
８
万
ト

ン
の
主
食
用
米

の
輸
入
枠
を
拡

大
。
こ
れ
ま
で

日
本
政
府
は
米

国
か
ら
使
用
農

薬
や
食
品
添
加

物
の
拡
大
、
検

査
の
骨
抜
き
、
遺
伝
子
組
み
換

え
食
品
の
輸
入
拡
大
と
表
示
の

是
正
な
ど
を
要
求
さ
れ
、
こ
と

ご
と
く
応
じ
、
残
留
農
薬
基
準

の
緩
和
ま
で
行
っ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
農
業
だ
け
で
な
く
、
食
の
安

全
・
安
心
、
医
療
、
労
働
者
の

働
き
方
、
国
家
主
権
、
国
民
主

権
を
根
こ
そ
ぎ
破
壊
す
る
協
定

で
、
批
准
阻
止
の
た
た
か
い
が

重
要
に
な
る
。　
　
　

（
今
）

　
２
月
19
日
、
16
春
闘
の
取
組

み
と
し
て
経
営
者
団
体
へ
の
要

請
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
青

森
県
労
連
か
ら
は
、
奥
村
議
長
、

今
副
議
長
、
柳
谷
副
議
長
、
檜

山
事
務
局
長
の
４
人
で
訪
問
し
、

青
森
県
経
営
者

協
会
で
は
、
小

笠
原
専
務
理
事

が
対
応
し
ま
し

た
。
最
初
に
奥

村
議
長
か
ら
春

闘
資
料
に
基
づ

い
て
、
①
大
企

業
の
内
部
留
保

が
急
増
し
、
②

労
働
者
の
平
均

賃
金
は
、
97
年

と
の
比
較
で

52
万
円
も
の
減

少
、
③
正
規
労

働
者
か
ら
非
正

規
労
働
者
へ
の

転
換
が
進
み
、
労
働
者
の
４
割

に
、
④
非
正
規
労
働
者
の
う
ち

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
が
１
１
３
９
万
人

に
、
⑤
先
進
諸
国
で
は
着
実
に

賃
金
が
上
昇
し
て
い
る
が
日
本

だ
け
は
低
迷
、
⑥
生
計
費
原
則

に
基
づ
い
た
大
幅
賃
上
げ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
等
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
経
営
者
協
会
の
小

笠
原
専
務
理
事
は
、「
日
銀
の

基
調
判
断
で
は
、
持
ち
直
し
て

い
る
と
し
て
い
る
が
、
県
内
は

99
・
9
％
が
中
小
企
業
で
あ
り
、

景
気
回
復
の
実
感
は
な
い
」「
企

業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
地
方
・

中
小
企
業
へ
の
支
援
の
強
化
を

求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
」「
本
県
は
非
正
規
率
で
は

全
国
よ
り
高
い
の
で
、
非
正
規

か
ら
正
規
へ
の
転
換
を
求
め
て

い
る
」
と
し
、
課
題
と
し
て
①

人
口
減
少
に
伴
う
人
材
不
足
、

②
女
性
、
高
齢
者
の
待
遇
改
善
、

③
長
時
間
労
働
の
解
消
、
④
安

心
、
安
全
な
働
き
方
が
必
要
と

し
て
お
り
、
私
た
ち
の
要
求
に

対
す
る
理
解
を
示
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
商
工

会
議
所
連
合
会
、
商
工
会
連
合

会
、
中
小
企
業
家
同
友
会
に
も

訪
問
し
ま
し
た
。
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第304回
まちがい
さがし

全労連共済加入で
第二の賃上げを！

て
も
２
万
円
も
安
く
な
り
ま
し

た
。
ま
あ
ビ
ッ
ク
リ
ポ
ン
で

す
。
（
中
村
龍
平
・
建
交
労
）

今
年
は
暖
冬
の
せ
い
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
例
年
よ
り

少
な
い
気
が
し
て
い
た
ら
、
今

日
は
朝
か
ら
大
雪
！
流
行
に
備

え
て
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い

で
す
ね
。
（
山
内
順
子
・
ひ
だ

ま
り
）

12
月
の
雪

は
少
な
く
ど
う
な
る
か
と
お
も

っ
た
け
れ
ど
、
小
学
校
最
後
の

ス
キ
ー
学
習
は
１
月
中
に
終
わ

ら
せ
、
２
月
１
日
に
は
モ
ヤ
ス

キ
ー
場
に
行
き
終
了
予
定
。
授

業
も
順
調
だ
し
、
卒
業
ま
で
に

あ
と
わ
ず
か
（
三
浦
し
の
ぶ
・

ひ
だ
ま
り
）

ま
た
甘
利
大
臣

が
辞
任
し
て
も
、
安
倍
自
公
内

閣
の
支
持
率
が
上
昇
し
て
い
る

と
い
う
。
絶
望
的
に
な
る
。
な

る
が
私
は
あ
き
ら
め
な
い
。
コ

ツ
コ
ツ
と
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
す
る
。
人
々
に
訴
え
る
。
チ

ラ
シ
を
撒
く
。
街
頭
に
立
つ
。

（
長
内
一
・
建
交
労
）

健
康
の
た
め
に

豆
乳
を
飲
ん
で
い
ま
す
。
普
通

の
調
整
豆
乳
は
味
気
な
く
て
飲

み
づ
ら
い
で
す
が
、
バ
ナ
ナ
味

や
黒
ゴ
マ
味
な
ど
は
飲
み
や
す

く
リ
ピ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

（
佐
々
木
貴
哉
・
全
労
働
）

今
シ
�
ズ
ン

は
弘
前
近
辺
は
雪
が
少
な
く
。

２
ケ
月
分
ぐ
ら
い
〝
も
う
け

た
〞
気
分
で
す
（
相
馬
貴
之
・

健
生
労
組
）

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
大

企
業
は
空
前
の
大
儲
け
を
す
る

一
方
、
労
働
者
・
国
民
の
貧
困

と
格
差
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
３
年
間
で
直
接
税

５
％
増
、
社
会
保
険
料
６
・
９

％
増
な
ど
に
よ
っ
て
実
質
賃
金

は
４
・
８
％
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
金
財
源
を
株
式

投
資
に
回
し
、
約
８
兆
円
も
損

失
す
る
一
方
、
特
例
水
準
の
解

消
と
称
し
て
年
金
を
２
・
５
％

も
減
額
、
さ
ら
に
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
を
発
動
、
際
限
の
な

い
切
り
下
げ
を
強
行
し
て
い
ま

す
。

　

16
国
民
春
闘
が
た
た
か
わ

共済拡大で意思統一した全国交流集会

野党も発言した憲法フォーラム

れ
、
賃
上
げ
と
最
賃
の
大
幅
引

き
上
げ
が
最
大
の
焦
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。

  

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

●
締
切
＝
４
月
15
日

●
発
表
＝
５
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
304
回
ま
ち

が
い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
302
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
右
の
猿
の
髪
飾

り
②
カ
ゴ
の
中
の
み
か
ん
③

読
み
札
④
猿
の
と
っ
た
札
⑤

破
魔
矢
⑥
左
奥
の
座
布
団
⑦

帯《当
選
者
》
15
通
の
応
募
で

二
〇
〇
〇
万
署
名
を
職
場・

地
域
か
ら
、野
党
共
闘
実
現

＝
お
知
ら
せ
＝

　

戦
争
法
が
強
行
成
立
し
て
か

ら
５
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
戦
争
法
廃
止
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤

回
、
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
守

れ
の
運
動
が
全
国
各
地
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
統
一
の

「
２
０
０
０
万
署
名
」
は
職

場
・
地
域
で
5
月
3
日
を
目
途

に
精
力
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

2
月
19
日
、
民
主
党
・
共
産

党
・
維
新
の
党
・
社
民
党
・
生

活
の
党
の
党
首
会
談
で
選
挙
協

力
の
「
野
党
共
闘
」
が
成
立
し

ま
し
た
。
そ
の
合
意
内
容
は
、

①
安
保
法
制
の
廃
止
と
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定

撤
回
を
共
通
の
目
標
と
す
る
②

安
倍
政
権
の
打
倒
め
ざ
す
③
国

政
選
挙
で
現
与
党
お
よ
び
そ
の

補
完
勢
力
を
少
数
に
追
い
込
む

④
国
会
に
お
け
る
対
応
や
国
政

選
挙
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
で

き
る
限
り
の
協
力
を
行
う
、
の

４
項
目
で
す
。
こ
の
合
意
に
よ

っ
て
熊
本
県
に
続
い

て
、
衆
院
北
海
道
５

区
補
選
で
も
統
一
候

補
が
擁
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
月
13
日
、
県
９

条
の
会
な
ど
に
よ
る

「
憲
法
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
、

民
主
党
・
共
産
党
・

社
民
党
の
代
表
に
よ

る
野
党
共
闘
に
か
か

わ
る
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

賃
金
の
削
減
、
社
会

保
障
の
連
続
改
悪
の
も

と
で
全
労
連
共
済
が
見

直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

全
労
連
共
済
青
森
支

部
は
、
14
年
度
か
ら
自

動
車
共
済
拡
大
の
重
点

県
に
指
定
さ
れ
（
全
国

で
14
道
県
指
定
）
、
こ

の
１
年
余
で
27
台
か
ら

57
台
に
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
人
に
よ

っ
て
は
年
間
６
万
円
も

掛
金
が
安
く
な
っ
た
人
も
お
り

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
6

月
か
ら
代
理
所
に
な
り
、
本
格

的
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
共
済
も
他
の
民
間
会
社

と
比
較
す
る
と
同
じ
給
付
内
容

で
掛
金
が
格
段
に
安
く
な
っ
て

い
ま
す
（
建
物
２
１
０
０
万

円
・
家
財
１
５
０
０
万
円
の

保
障
の
場
合
、
掛
金
が
年
間

５
万
３
０
０
０
円
安
い
）
。

　

職
場
・
地
域
で
全
労
連
共
済

雪
の
降
り
方

〝
め
ご
く
ね
ー
〞
、
ブ
ル
も
っ

て
行
っ
た
分
、
一
晩
で
元
通

り
。
（
細
川
弘
彦
・
年
金
者
組

合
）

1
月
早
々

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
治
っ
た
と
思

っ
た
ら
今
度
は
咳
が
と
ま
り
ま

せ
ん
。
の
ど
も
痛
く
な
り
、
ま

た
病
院
で
す
。
も
う
１
か
月
に

な
り
ま
す
。
年
々
、
回
復
が
遅

い
で
す
。
（
長
内
幸
子
・
建
交

労
家
族
）

正
月
明
け

か
ら
の
大
雪
の
中
、
参
議
院
対

策
の
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い
ま

す
。
７
月
の
勝
利
を
め
ざ
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
。
（
東
青
農
民

連
・
坂
本
豊
） し

た
。
当
選
者

は
次
の
方
々

で
す
。
原
芳

雄
（
年
金
者
組

合
）、
成
田
夏

彦
（
年
金
者
組

合
）、
大
平
利

成
（
年
金
者
組

合
）、
中
村
龍

平
（
建
交
労
）

山
内
順
子
（
ひ

だ
ま
り
）

●
16
年
憲
法
ネ
ッ
ト
総
会

と
き　

３
月
13
日（
日
）13
時

と
こ
ろ　

福
祉
プ
ラ
ザ

内
容　

①
講
演（
奥
村
代
表

委
員
）②
活
動
の
報
告
と
方

針
③
各
組
織
か
ら
の
報
告
④

役
員
選
出

●
労
働
法
制
改
悪
反
対
青
森

県
連
絡
会
第
３
回
総
会

と
き　

4
月
16
日（
土
）13
時

と
こ
ろ　

ア
ピ
オ
あ
お
も
り

内
容　

①
講
演（
全
労
働
に

講
師
要
請
中
）②
活
動
の
総

括
と
方
針
③
役
員
選
出

　

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
（
全

労
連
加
盟
）
の
ま
と
め
に
よ

れ
ば
、
２
０
０
０
万
署
名
は

３
０
８
万
筆
が
集
約
さ
れ
て
い

学
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
全
労

連
共
済
に
加
入
し
家
計
負
担
を

減
ら
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

ま
す
。
県
内
の
野
党
共
闘
を
後

押
し
す
る
た
め
に
も
県
内
20
万

署
名
の
早
期
達
成
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

民
間
の
自
動
車
任
意
保
険

を
全
労
連
共
済
に
チ
ェ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
車
両
保
険
等
を
入
れ


